
 

 

 

 

 

 

Ｎｏ．７（１１月２９日発行） 

チーム西高でセンター試験に立ち向かおう！！ 

 センター試験は平成３１年１月１９日(土)･２０日(日)の２日間。３年生は残り日数を見ると焦っ

てしまう人もいると思います。しかし、焦りは禁物。焦らず冷静に学習スケジュールを立てて、勉強

を進めていく必要があります。また、１年生、２年生もこの日数を念頭に置いて学習を進める必要が

あります。そのために大切なことをまとめました。 

 

センター試験までに心がけること 

① 授業をおろそかにしない！ 

まずは授業に真剣に取り組みましょう。授業中眠くなることなどないように早寝早起きを心がけ

ることが大切です。当然ながら大学入試は朝から昼にかけておこなわれるのですから。 

② 模擬試験を活用する！ 

模試の結果が返ってきて合格可能性や偏差値ばかり気にしていませんか？模試は間違えた問題

を復習するためのもの。結果を気にするだけで終わらず、有効活用しましょう。成績が伸びるの

はこれからです。自分を信じて最後まで努力を続けましょう。 

③ 時間配分が重要！ 

過去問や予想問題を解くときは、解答時間を設定して解くようにしましょう。センター試験本番

では時間内にどれだけ解けるかが問われます。 

④ 今までの復習をしっかりとおこなう！ 

新しいものには手を出さず復習を重視。これまで解いた過去問や予想問題でできなかったところ

は、確実に解けるようにしましょう。わからないところは教科担当の先生にどんどん質問して、

必ず解決しておくこと。 

⑤ 心身の体調管理が大事！ 

インフルエンザの予防接種を早めに受けて､うがい･手洗い･マスク着用を心がけましょう｡試験

当日は緊張するものです。緊張しても、やるしかないという覚悟があれば、かえって集中できる

ものです。適度な緊張感はむしろあった方がいいと考え、深呼吸やストレッチをして気持ちを落

ち着かせましょう。 

 

センター受験票の確認と成績請求票 

2019 センター試験の受験票、写真票、成績請求票は、12 月 17 日までに送られてきます。 

受験票には、受験番号のほかに受験教科名等も表示されています。誤りがないかを確認します。

写真票はセンター試験当日に必要なものです。受験票と写真票の写真欄には、自分の顔写真（同

一のもの）を貼ります。 



 

成績請求票は、国公立大２次試験や私立大のセンター試験利用入試などに出願する際、切り離し

て出願書類に貼り付けて提出するものです。 

 

大学入試センター試験日程 

■第１日目…[2019 年 1 月 19日(土)] 

･地理歴史･公民(2科目選択)…09：30～11：40 

･地理歴史･公民(1科目選択)…10：40～11：40 

･国 語 …13：00～14：20 

･外国語 …(筆記)15：10～16：30 (リスニング)17：10～18：10 

 

※｢英語｣の｢リスニング｣は 30分間で解答。時間割が 60分間になっているのは､ICプレーヤーの動作確認

等を行うため。 

※｢地理歴史｣｢公民｣､｢理科②｣で 2 科目選択の場合は各 60 分間で解答。時間割が 130 分間になっている

のは､第 1解答科目・第 2解答科目の間に 10分間、答案回収等を行うため。 

※｢地理歴史｣｢公民｣は、同一名称を含む科目の組み合わせで 2科目選択はできません。 

 

■第 2 日目…[2019年 1 月 20日(日) ]       

・理科①(2 科目選択)…09：30～10：30 

・数学①(1 科目選択)…11：20～12：20 

・数学②(1 科目選択)…13：40～14：40 

・理科②(2 科目選択)…15：30～17：40 

    (1 科目選択)…16：40～17：40 

 

センター試験後～２次(個別)試験への準備 

センター試験が終わると自己採点をし、個々の大学の２次(個別)試験に出願となります。 

各大学とも､１２月１５日頃までに募集要項(願書付き)を発表・配布することになっています。なる

べく早く入手して、余裕を持った出願をしましょう。請求方法（または入手方法）には、主に次のよ

うな方法があります。 

① 大学ホームページからダウンロードする 

インターネット出願をする場合、大学ホームページから必ずダウンロードし、それをよく確

認しながら専用画面に入力します。特に、紙の願書を廃止した大学もあるので注意が必要で

す。 

② テレメール、インターネットで申し込む 

大学ホームページの入試情報サイトにアクセスすることで、募集要項をはじめ、様々な資料

を閲覧できたり、請求したりできます。 

また、請求する場合によく使われるのがテレメール。インターネットでの請求に加え、電話

からの請求もできます。 

③ 電話、FAX で申し込む 

大学の入試課に電話または FAX で直接依頼する方法です。 


